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令和6年度第1回公共交通で暮らしやすい未来を実現するプロジェクトチーム



自己紹介
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神田 佑亮（かんだ ゆうすけ）

• 1977 広島県 庄原市（東城町）生まれ

• 1999 広島大学工学部 第４類（建設系）卒業

• 2001 広島大学大学院国際協力研究科 修了

• 2001- 株式会社オリエンタルコンサルタンツ
（交通・まちづくり系エンジニア＋経営企画室・新規事業開発担当）

• -2005 政策研究大学院大学 修了

• 2012- 京都大学大学院 工学研究科 都市社会工学専攻 助教（2013- 准教授）

• 2017- 呉工業高等専門学校 環境都市工学分野 教授（現在に至る）

• 2018- 広島大学 防災・減災研究センター 客員研究員（現在に至る）

専門

• 交通計画・土木計画（特に，モビリティ・マネジメント、交通リスク論、災害時交通マネジメント論）

• 交通リスクマネジメント工学条件不利状態の交通問題対策請負人？（西日本豪雨・コロナ）

委員会活動・行政のアドバイザー等      

• 一般社団法人JCoMaaS 理事   

• 日本モビリティ・マネジメント会議実行委員会 幹事長    

• 国土交通省道路局 バスタプロジェクト推進検討会 委員

• 国土交通省総合政策局 アフターコロナ時代の地域交通の方向性の研究（GP研究会）

• 国土交通省総合政策局 交通分野におけるデータ連携の高度化に向けた検討会

• 国土交通省総合政策局 アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」有識者検討会

• 国土交通省 交通政策審議会地域公共交通部会 臨時委員

• 国土交通省中国運輸局芸備線再構築協議会

• 地域交通関係：広島市，岡山市，呉市，熊野町，海田町，高浜市（愛知県） ほか



地域交通を考える際に陥りがちな視点

•「交通」は，公共交通だけではない
•血管と心臓の関係
•血管：交通
•心臓：まち・家庭

•血管だけを考えすぎなのでは？
• しかも、利用者は学生と高齢者
• 移動目的は通学・通院と買い物だけ？
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2010年ごろ描いていた都市・交通像
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利用促進，モビリティ・マネジメントの手応え
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40万人増≒8000万円増



20-30年後を睨んだ松江を交通から考える
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• 課題を叩いてもまだ次の課題が生じる
• 人口減少を前提として諦め，受け入れるのか？抗うのか？



共同運営のマインド@広島市
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利用増のロジック

•公共交通利用者増
• バスが選ばれる（対: クルマ）
• バスで行きたい場所がある
• 外出を我慢しなくても良い
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• モビリティマネジメント
• 知ってもらう
• わからないを解消する
• 使うきっかけをつくる

×

• ワクワク・応援
• 様々な企画・仕掛け
• 新技術

×

運賃収入増

利便性増

関わりたい人増
（運転手含む）

魅力度増



むずびに
•松江にはポテンシャルがある
• そこそこの都市規模
• コンパクトな都市構造
• 顔の見える関係性
• これまでの成功事例
• その他，いろいろコンパクトなので成果が見えやすい
• 課題が多いが，全国（世界）が抱える課題ばかりであり，
解決すれば「松江モデル」としてのチャンスあり

•加えて，国の制度等の追い風
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• 改めて，モビリティ（交通）が松江の将来に，
（交通部門に限定せず）どう貢献できるのかを一緒に考えたい


